
 

インデックス作成に効果がある列の条件 

Where 条件で、インデックスが使われない構文（悪い記述例） 

インデックス作成に効果がある列の条件（下記条件を３つとも満たすこと） 

条件１ 

・WHERE句で指定されることが多い列 

条件２ 

・インデックスを作成しようとしている列の値の種類が、レコード数とほぼ同一なぐ

らいその種類が多いこと 

列の値の分布が一様でない（値の偏りがある）場合は、Where 条件で指定され

たときの比較値が、分布が少ない値ならば、インデックスを使用する 

分布の多い場合には、インデックスを使用しないようにすれば、効率的な

SELECT文の処理が行える 

インでクス使用 or 未使用の判断基準は、条件３を使用する 

なお、インでクスの使用の有無を指定する方法は、列に対してヒストグラム作成

を行う or SELECT 文の中でヒント句を記述して、明示的にインデックスの使用

の有無を指定して実行計画を作成する 

条件３ 

・Where 条件で指定される絞り込み条件が、全体レコードの 10％以下で指定され

ること 

 

例） 「Where  販売日  Between  開始日  And  終了日」とした場合に、この

期間内に入るレコード数が**％以上なら、インデックス作成は効果が無い 

  



Where 条件で、インデックスが使われない構文（悪い記述例） 

悪い条件文１ 

・Where条件中の列に対して計算式が使われている 

例） Where  col1 + 20  =  30 

※ このような場合の対応方法として、ファンクション索引がある 

 

col1  =  30 － 20 というように列名に無関係な方に数式が入っているだけなら

ば、列に定義されているインデックスは使用される 

悪い条件文２ 

・Like検索で使用する条件が、「中間一致」や「後方一致」の検索 

例） Where  名前  Like '%こずえ'  Where  施設  Like  '%鈴鹿%' 

悪い条件文３ 

・列に対して、型変換が行われたる 

（文字型 col1に対して、数値型に暗黙型変更が行われる） 

例） Where  col1  =  5 

 

col1  =  TO_CHAR( 5 ) と数値側を明示的な型変換にすれば、col1 に定義され

ているインデックスは使用される 

悪い条件文４ 

・列に対して、IS NULL の条件が記述されたとき 

（NULL値に対しては、索引は作成されていません） 

例） Where  col1  IS NULL 

悪い条件文５ 

・NOT判定が使われた条件 

例） Where  NOT  ( col1 ≧ 100  ） 

Where  col1 != 100 

Where  col1  NOT IN  ( Select  tanka  from  ・・・ ) 

※ NOT EXISTS に変更すると、インデックスが使われる 

Select  col1  from  Table1  T1 

Where  col1  NOT EXISTS  ( Select  'X'  from  Table2  T2   

Where T1.col1 = T2.tanka ) 

NOT EXISTSの（）内の Select句の値は何でもよいのですが、慣習的

に「'X'」を使うことが多い 

  



【注意】 

１つのテーブルへの作成する索引数の制限 

索引の更新にもオーバーヘッドを伴うため、１つのテーブルに作成する索引は、６個程

度にしておくこと 


